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事業概要  

 都市計画道路朝日中央線は、国道１号北勢バイパスを起点として朝日町の中心地を縦貫し、桑名都市計画道路桑部播磨線へ連絡する都市

内幹線街路であり、国道１号北勢バイパス及び伊勢湾岸自動車道みえ朝日I.Cへのアクセス機能を有するなど、重要な道路ネットワークと
しての役割を担うとともに、鉄道との立体交差化により地域の交通安全を確保する等、朝日町及び周辺地域のまちづくりに資する道路とし

て、昭和46年に都市計画決定されている。 
 朝日中央線街路事業は、朝日町役場付近からJR関西本線を跨線橋で立体交差して県道四日市朝日線へ接続する延長750mの区間について
整備を行うものである。 
Ｈ７年度事業化 Ｓ４６年度都市計画決定 

（Ｈ１１年度変更） 

Ｈ７年度用地着手  Ｈ１０年度工事着手 

全体事業費 約２４億円 事業進捗率 ９５％ 供用済延長 約２００ｍ

計画交通量  ７，５００台／日 

Ｂ／Ｃ  総費用  総便益  基準年  費用便益比 

６．７ 

 

    ２８．１億円 

 事 業 費：  27.5億円 

 維持管理費：  0.6億円 

    １８９．６億円 

 走行時間短縮便益：  １３２.6億円 

 走行費用減少便益：   ２３.7億円 

 交通事故減少便益：   ３３.3億円 

 平成１６年 

事業の効果等  

・円滑なモビリティの確保（国道１号北勢バイパス等へのアクセス機能向上） 

・都市の再生（土地区画整理事業による沿道まちづくりと連携） 

・個性ある地域の形成（鉄道立体交差による地域の一体的発展及び交通円滑化の確保） 

 など 
関係する地方公共団体等の意見  

国道１号北勢バイパス、伊勢湾岸自動車道みえ朝日インターが供用開始し、また、同時に道路事業で整備している四日市朝日線が、平成

17年度早々に全面供用開始予定であることから、当路線についても早期の完成を要望されている。 

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等  

平成14年度末での国道１号北勢バイパス、伊勢湾岸自動車道みえ朝日インターの供用開始をはじめとして、周辺の道路網整備が着実に進

められるとともに、区画整理事業による宅地供給も開始され、新しい地域づくり・まちづくりが進められている。 

事業の進捗状況、残事業の内容等  

平成17年度に舗装等の工事を実施し、事業完了予定である。 

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等  

 平成14年度に用地買収を完了して工事を進めており、平成17年度には事業を完了し全線供用開始予定である。 

施設の構造や工法の変更等  

発生残土を、近隣の他工事の盛土材として有効活用するなどによりコスト縮減を図った。 

対応方針  事業継続 

事業概要図  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

朝日中央線Ｌ＝７５０ｍ 

当該箇所 



 


